様式　２　（2026）
一級建築士としての実務経験
注意１：新しいプロジェクトから順に記入して下さい。

注意２：担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウントすることはできません。
注意３：専門家としての責任を有する実務経験の場合は、図面等（縮尺は自由）のコピーの添付をしてください。

○アーキテクト登録後の担当期間 合計　　　月（８４ヶ月以上）
○責任を有する立場での担当期間 合計　　　月（３６ヶ月以上）

	No.　
	直近２年以内である場合は、✓を入れて下さい。
	□
	

	
	プロジェクトの名称
	
	プロジェクトの所在地
（国、都道府県、市町村）
	
	

	
	担当した期間（西暦）
	年　　　　　　月　　　　　　～　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　（　　　　　　　ヶ月）
	

	
	構造種別
	RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ 木造 ・ その他（             ）
	用途：
	

	
	建築物規模
	延べ面積
	
	㎡
	階数  地上
	階、地下
	階建て
	

	
	担当業務：下記の該当する番号すべてに○を付けてください。

１．予備調査・設計条件書作成 　　　２．基本設計　　　３．実施設計　　　４．契約図書管理

５. その他　（                                                                             ）
	

	
	専門家としての責任を有する実務経験である場合は✓を入れ、太枠内をご記入下さい。
	□
	

	
	業種分類：下記a～eより該当する記号を選び、〇を付けてください。




【　a. 住宅建設業　　b. 設計事務所　　c. 総合建設業　　d. 不動産業　　e. その他 （　　　　　　　　　　　） 】
役職：
【 代表　・　役員　・　管理職　・　その他 (　　　　　　　　　　　　　　　) 】
	

	
	業務上の立場：下記ⅰ～ⅲより該当する記号を選び、○を付けてください。
ⅰ　設計全体を統括する者（統括責任者/単独である場合を含む）。

ⅱ　統括責任者を補佐する立場で、意匠計画を担当し、統括責任者と同様に設計全体を見ている者

（企画、基本設計、デザインの分野のみを中心に担当し、統括責任者を補佐する者も含む）。

ⅲ　大規模なプロジェクトで、棟別に設計を分担する場合などにおいて、一つの棟等の設計を統括する者。

その棟等の建築物自体の規模が大きく複雑な場合は、棟等の建築物の設計に関して、棟等設計統括者を補佐

する立場で、意匠計画を担当し、棟等の設計全体を見ている者も含める。
	

	
	ⅱ又はⅲを選択した場合、担当した重要な部分（実務）について記述 （150文字程度）
	

	
	図面等（縮尺は自由）のコピーの添付
※プロジェクトごとに、A4サイズの用紙（2枚程度）に図面等を収め、用紙右下にプロジェクト名称を明記し、この様式の次のページに添付して下さい。平面・立面図等は縮尺等を明記して下さい。
	

	
	勤務先：
	電話：
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	所属部署：
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	

	
	
	
	

	
	第三者による証明
	氏名（自署）：
	
	申請者との関係：
	
	

	
	
	勤務先等：
	
	電話：
	
	

	
	
	所属部署：
	
	役職：
	
	


（１枚で書ききれない場合は、コピーしてお使い下さい。） 
1
4

